
１１月９日（水）ののさき道徳研究授業２学年・授業研究会（模擬授業） １４：３５～
授業研究会参加者：松田・福崎（薄葉小） 大内・髙野（石上小）授業者：髙野 裕介

１ 主題名 きまりのたいせつさ

【Ｃ－（１２）規則の尊重】

２ きまりのない学校

３ ねらい

きまりがもつ意味について考え

ることを通して，みんなが使うも

のを大切にし、約束やきまりを守

ろうとする心情を育てる。

４ あらすじ

あきらは、先生からたくさんし

かられた夜に、夢を見る。そこは

きまりのない学校。はじめは、あきらもうれしくて好きなことをしていたが、皆やりたい

放題で、ものを壊したり，泣いている友達がいたりしても気にかけず、勝手に遊び回って

いる。やがてあきらは涙ぐむ。 そこで目覚め元気にベッドからとびおきる。

中心発問

授業研究会・模擬授業の様子

きまりが必要 ７７．８％（１４人）

きまりは必要でない ２２．２％（４人）

対話的な学び

きまりがあ

ればこんなこ

とにはならな

かったのに。

きちんとき

まりがある学

校がいいなー

学校はきまり

があった方がい

いし、友達がい

ないと寂しい。

き
ま
り
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ

う
に
生
活

し
て
い
き
た
い
か

←先生の話をよ

く聞く。

友達と仲良く過ご

す。など、きまり

をしっかり守ろう

とする意欲が高ま

り、友達など周囲

への配慮を考えて

生活しようとして

いる。

←「決めることは決める」と

皆の前で発表し、「どういうこ

と？」と質問されていた。きま

りがなくても、自分で正しいと

思うことを決めて行動するとい

う、自己指導能力の芽生えであ

ると考えられる発言であった。

また、思いや考えをなかなか言

葉にできない２年生に担任が適

切に助言を与えていた。


